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青空と緑と産業のまち昭和町

いざとなれば

だれもが救急隊員ノ
ブーjしゃ海に行く機会が増えるこの季節は、水の事故が最も目立つ時期でも

あります。

いつ起こるかわからない水の事故に備えようとア月竹日、押原中学校で救急

法講習会ガ実施されましだ。この日は、押原中学校の先生方を対象に南甲府消

防署の3名の叡急隊員ガマウス ・ツウ ・マウスなどの人工呼吸法を指導。実際
に人形を使つての講習が行われ、「気道の確保を十分にしてください」などの

細かな指示がでていました。

直接、生命にかかわることとあって、どの先生達の顔も真剣そのもの。プー

ル当番などの万一の水の事故に備えていましだ。
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険肱国民健

みんなのものf
8月は国保税の本算定月です

国
民
健
康
保
険
は
、
私
達
、
か
普
段
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
に
応
じ
て
お

金
を
出
し
合
い
、
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
安

ωし
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ

る
よ
う
そ
な
え
て
お
く
制
度
で
す
。

病
気
や
ケ
ガ
は
、
予
測
な
し
に
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
も
し
健
康
保
険

、
か
な
か
っ
だ
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
多
額
の
医
療
費
の
負
担
で
家
族
み

ん
な
が
苦
し
み
、
肉
体
的
・
精
神
的
・
経
済
的
苦
痛
ま
で
を
も
背
負
い
込

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
怠
と
き
、
み
怠
さ
ん
が
納
め
て
い
る
保
険
税
、
か
医
療
費
の
一
部
と

し
て
あ
て
ら
れ
ま
す
。

A

つ
月
は
、
保
険
税
の
税
率
な
ど
を
改
正
し
た
方
、
ガ
良
い
か
ど
う
か
を
審

議
す
る
月
で
す
。
舎
月
号
で
は
、
国
保
税
の
異
体
的
な
例
や
計
算
方
法
を

あ
げ
て
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
、
国
民
健
康
保
険
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て、

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
時
、
か
か
っ

た
医
療
費
の
三
割
(
退
職
者
本
人
は
二

割
)
を
窓
口
に
支
払
い
ま
す
が
、
あ
と

の
七
割
の
支
払
い
は
、
み
な
さ
ん
の
納

め
て
い
た
だ
く
保
険
税
と
国
か
ら
の
補

助
金
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

お
年
寄
り
の
医
療
費
に
つ
い
て
も
、

通
院
の
場
合
は
一
ヵ
月
八
百
円
の
初
診

料
で
、
ま
た
入
院
し
た
場
合
は

一
日
四

百
円
の
自
己
負
担
で
済
み
ま
す
。
あ
と

は
全
額
国
で
支
払
っ
て
く
れ
る
と
思
い

が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
保
か
ら
も
拠
出
金
と
い
う
形
で
(
今

年
度
は
約
一
億
一
千
五
百
万
円
)
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
拠
出
金
も
み
な

さ
ん
の
保
険
税
と
国
か
ら
の
補
助
金
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
保
険
税
は
、
国
保
を

運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

今
月
は
、
こ
の
保
険
税
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
税
率
な
ど
の
改
正
を
し
た
方
が

良
い
か
ど
う
か
を
国
保
運
営
協
議
会
な

ど
で
審
議
さ
れ
ま
す
。
医
療
の
高
度
化

や
治
療
期
間
の
長
い
成
人
病
の
増
加
な

ど
で
、
年
々
医
療
費
が
上
昇
し
て
い
ま

す
。
医
療
費
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど

税
率
も
上
げ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
で
き

る
だ
け
医
療
費
の
ム
ダ
使
い
を
避
け
、

保
険
税
の
値
上
げ
の
防
止
に
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭
和
町
の
国
保
税
は
四
方
式
で
計
算

税
率
が
決
定
さ
れ
る
と
い
よ
い
よ
各

世
帯
ご
と
の
保
険
税
額
の
計
算
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
が
本
算
定
で
す
。
今
ま

で
の
四
月
か
ら
七
月
分
ま
で
は
暫
定
賦

課
と
言
っ
て
前
年
度
の
年
間
税
額
を
十

二
ヵ
月
で
割
っ
て
一
ヵ
月
当
た
り
の
税

額
を
出
し
て
課
税
し
て
い
ま
し
た
が
、

本
算
定
に
よ
り
、
各
世
帯
ご
と
の
年
間

の
税
額
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

今
年
、
申
告
を
し
て
い
た
だ
い
た
平

成
元
年
中
の
所
得
額
、
今
年
度
の
固
定

資
産
税
額
に
そ
れ
ぞ
れ
の
税
率
を
か
け

て
所
得
割
額
・
資
産
割
額
を
計
算
し
ま

す
。
申
告
が
ま
だ
さ
れ
て
な
い
方
は
今

か
ら
で
も
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
所

得
が
無
い
か
ら
申
告
を
し
な
く
て
も
良

い
と
お
考
え
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
所

得
が
な
い
方
は
無
い
と
い
う
事
を
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

次
に
加
入
被
保
険
者
の
人
数
に
よ
っ

て
均
等
割
額
が
計
算
さ
れ
、
ま
た
一
世

帯
ご
と
に
平
等
の
平
等
割
額
を
加
え

た
、
こ
の
四
つ
の
税
額
の
合
計
が
保
険

税
の
年
額
に
な
り
ま
す
。
三
ペ

ー
ジ
に

具
体
的
な
保
険
税
の
計
算
方
法
を
示
し

ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
暫

定
賦
課
さ
れ
た
税
額
を
控
除
し
て
、
残

り
の
八
ヵ
月
で
割
っ
て
出
し
た
金
額
が

八
月
か
ら
の
一
ヵ
月
当
た
り
の
税
額
に

な
り
、
更
に
そ
の
千
円
未
満
の
額
が
端

数
処
理
の
関
係
で
、
最
初
の
八
月
期
に

す
べ
て
加
算
さ
れ
る
た
め
、
八
月
期
は

他
の
月
と
比
べ
て
高
い
額
に
な
り
ま

す。
ま
た
、
年
度
の
途
中
で
国
保
に
加
入

し
た
場
合
の
保
険
税
の
計
算
は
下
記
①

の
と
お
り
で
す
。
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保険税年税額 × 

加入した月から年度末までの月数

保険税年税額 × 

4月から抜けた前月までの月数

12 

①
 

③ 



さ
ら
に
、
年
度
の
途
中
で
国
保
か
ら
抜

け
た
場
合
は
、
二
ペ

ー
ジ
②
と
な
り
ま

す。
こ
こ
で
言
う
加
入
し
た
月
、
抜
け
た

月
と
言
う
の
は
、
届
け
出
を
し
た
月
で

は
な
く
異
動
を
し
た
月
で
す
の
で
異
動

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
手
続
き
は
な
る
べ

く
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

四
月
以
降

に
国
保
に
加
入
手
続
き
を
さ
れ
た
方

は
、
こ
の
八
月
期
か
ら
二
ペ

ー
ジ
の
方

法
で
計
算
し
て
、
八
月
か
ら
三
月
ま
で

の
八
か
月
の
課
税
と
な
る
た
め
一
ヵ
月

当
た
り
の
税
額
に
課
税
さ
れ
な
か
っ
た

月
分
が
上
乗
せ
に
な
り
ま
す
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
国
保
税
の
計

算
で
は
住
民
税
と
は
違
っ
て
基
礎
控
除

だ
け
の
控
除
で
、

他
の
控
除
額
が
認
め

ら
れ
な
い
と
い
う
点
や
譲
渡
所
得
な
ど

に
お
い
て
も
特
別
控
除
額
が
認
め
ら
れ

な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
住
民
税
は

か
か
ら
な
か
っ
た
が
国
保
税
が
最
高
限

度
額
で
課
税
さ
れ
た
と
い
う
ケ
l
ス
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
国
保
税
だ

け
は
加
入
全
世
帯
に
課
税
さ
れ
る
事
な

ど
か
ら
保
険
税
が
高
い
と
い
う
戸
も
聞

か
れ
ま
す
。
し
か
し
、
国
保
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
収
入
に
応
じ
て
い
ざ
と
い
う
と

き
の
た
め
に
そ
な
え
よ
う
と
い
う
、
相

互
扶
助
を
目
的
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

八
月
中
旬
頃

納
入
通
知
書
が
発
送
さ
れ
ま
す

さ
て
、
今
月
は
本
算
定
月
で
す
。
国

保
の
窓
口
事
務
の
電
算
化
に
と
も
な

い
、
八
月
か
ら
は
納
税
通
知
書
の
用
紙

も
変
わ
り
ま
し
た
。
口
座
振
替
の
方
の

納
入
通
知
書
に
は

「
口
座
振
替
用
」
と

入
っ
て
い
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ
納
め
に
来

て
い
た
だ
か
な
く
て
結
構
で
す
の
で
、

口
座
へ
の
入
金
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し

ま
す。な
お
、
保
険
税
に
つ
い
て
、
お
聞
き

に
な
り
た
い
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
役
場
住
民
課
(
冨
万
|
2
1
1
1

内
線
⑮
⑮
)
ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

昭和町の国保税率が

所得割率 4% 

資産割率 30% 

均等割額 15，000円

平等割額 25，000円 と決定されたとします

世帯主 Aさんの事業所得額 3，000，000円
(必要経費を差し引いた金額。給与の場合は給与所得控除後の金額)

固定資産税額 200，000円

妻 (Aの扶養) 子供2人 (学生)

の場合のAさんの世南の保険税の計算は

3，000，000円 - 300，000円 2，700，即日円
(所得額基礎控除額)

2，700，000円xO. 04 1 08， 000円
(所得割率)

② 200，000円 x 0.3 
(固定資産税額)(資産割率)

③ 4人 x 15，000円
(被保険者数)(均等割額)

④ l世帯当たりの額

①+②+③+④ 

く保険税の計算方法〉

① 

所得割額

平等割額

保険税等税額

となります。

資産割額

均等割額
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児童手当は2人目から/

受給!こは

「認定請求j

が必要です。

児
童
手
当

(特
例
給
付
)
は
、
義
務

教
育
就
学
前
の
児
童

(
昭
和
五
十
九
年

四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
)
を
含
む
十
八

歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し
て

い
る
方
で
、
所
得
が
下
記
表
の
限
度
額

以
内
で
あ
れ
ば
二
番
目
の
児
童
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

子
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
役
場
住
民
課
へ
認
定
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
務
員
の
請
求
は
、
勤
務
先

と
な
り
ま
す
o

v児
童
手
当
の
月
額

第
二
子
分
二
千
五
百
円

第
三
子
以
降

分

五

千

円

V
支
給
月
十
月
・
二
月
・
六
月
に
そ
れ
ぞ
れ

前
月
ま
で
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
ov持

ち
物
印
鑑
、
養
育
者
名
義
の
預
金
通
帳
、

平
成
二
年
一
月
一
日
以
降
の
転
入
者

は
、
前
住
所
地
発
行
の
児
童
手
当
用

の
所
得
証
明
書

V
請
求
・
お
問
合
せ
役
場
住
民
課
(
冨

万
ー
2
1
1
1
内
線
⑮
⑧
)
ま
で。

平
成
二
年
度
所
得
制
限
限
度
額
表

扶養親族
など及び 児童手当所得限度額 特例給付所得限度額
児童の数

D人 147 . 6 万円 3 6 3. 0万円

1 7 7 . 6 3 8 3 . 0 

2 2 0 7 . 6 4 2 3 . 0 

3 2 3 7 . 6 4 5 3. 0 

4 2 6 7 . 6 4 8 3. 0 

5 2 8 7 . 6 5 1 3 . 0 

3 2 7 . 6 543 . 0 

7 3 5 7 . 6 5 7 3. 0 

3 8 7 . 6 6 03. 0 

置重量盛温.I!i!圃量i誼i!!Ii謹塁塁謡副歯車.

0
年
金
未
加
入
者
及
び
、
国
民
年
金
加
入

者
は
児
童
手
当
所
得
限
度
額
を
、
厚
生

年
金
な
ど
の
加
入
者
は
特
例
給
付
所
得

限
度
額
で
見
て
く
だ
さ
い
。

0
申
告
所
得
か
ら
八
万
円
を
控
除
し
て
所

得
額
と
す
る
こ
と
。

0

扶
養
人
数
は
、
申
告
上
の
人
数
に
よ
る

之
介
」
0

0
給
与
所
得
者
は
給
与
控
除
後
の
所
得
額

に
よ
る
こ
と
。

平成2.8.1広報しようわ③ 



き
み
も
w
民
間
外
交
官
“

村通
期
霊
翠
簿
策
編
…村総仲村村材料災

ω

。器材料林
海
保
総
選
悪
業
愈
勝
機
納付

こ
れ
ま
で
、
外
交
や
国
際
交
流
と
い
え
ば
、
外
交
官
や
商
社
マ
ン
な
ど
の
い

わ
ば
H

プ
口
の
仕
事
H

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
や
年
間
一
千

万
人
を
超
え
る
日
本
人
が
外
国
ヘ
出
か
け
、
人
や
物
・
交
通
・
情
報
な
ど
の
流

れ
は
、
加
速
度
的
に
速
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
現
在
の
よ
う
な
国
際

社
会
で
は
、
私
達
一
人
ひ
と
り
が
H

民
間
外
交
宮
H

と
し
て
の
役
目
を
果
た
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
化
社
会
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
他
の
市
町
村
に
さ
き
が
け
て
「
昭
和
町
青
少
年
実
流
海
外
派
遣
事
業
」
を

今
年
度
か
ら
開
始
し
ま
す
。

国
際
交
流
で
異
文
他
体
験
を

昭
和
町
青
少
年
交
流
海
外
派
遣
事
業

は
、
国
家
・
民
間
・
地
域
・
文
化
レ
ベ

ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
交
流
が
行
わ

れ
て
い
る
現
在
、
次
の
世
代
を
担
う
青

少
年
が
外
国
の
文
化
に
触
れ
、
他
国
の

人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
視
野
を
広

げ
、
時
代
の
流
れ
に
対
応
で
き
る
国
際

感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
計
画

さ
れ
ま
し
た
。

事
業
は
、
今
年
度
か
ら
毎
年
計
画
さ

れ
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
・

ア
メ
リ
カ
な
ど
世
界
の
国
々
と
の
交
流

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
訪
問
地
で
は
、

地
元
青
年
団
と
の
交
流
会
・
ス
ポ
ー
ツ

大
会
・
日
本
文
化
の
紹
介
・
文
化
財
、

施
設
の
見
学
な
ど
が
予
定
さ
れ
、
人
と

人
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
幅
広
い
国
際
交
流
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
帰
国
後
は
、
体
験
談
な
ど
の
レ

ポ
ー
ト
報
告
会
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
旅
費
や
パ
ス
ポ
ー
ト
・
ビ

ザ
な
ど
の
諸
費
用
に
つ
い
て
は
、
町
か

ら
M
H
補
助
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
は
、
近
年
経
済
成
長
の
著
し

い
香
港
と
国
際
都
市
と
し
て
大
き
く
発

展
し
て
い
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
問
。

訪
問
期
間
は
、
学
業
に
支
障
の
な
い
よ

う
冬
休
み
中
の
来
年
一
月
七
日
か
ら
十

三
日
の
右
下
日
程
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

現
在
、
派
遣
員
を
下
記
の
要
綱
で
募

集
し
て
い
ま
す
。
外
国
の
文
化
に
触
れ
、

他
国
の
人
々
と
交
流
し
て
み
よ
う
と
い

日次 月日(躍)発着時間 発着地/滞在地 摘 要

1 11881年 11 : 15 東京(成田)発
1月7日目)14 : 30 香 ;巷 着

15 : 30 香 ;巷 発
18 : 55 シンガポール着

〈シンガポール泊〉

2 11月B日ω シンガポール 午前市内見学
工リザベスウオーク(マ-
ライオン)、 セントアンド
リユース教会、アラブス
トリート、マウントフェ
ーパ一、植物園など

午後自由行動
(シンガポール泊〉

3 1月日日附 シンガポール 終日 交流事業
-市内学校訪問
-交流昼食会
-市庁舎、最高裁判所など
見学

〈シンガポール泊〉

4 l月10日(木)08 : 20 シンガポール発 午後市内見学
12 : 50 香 港 着 文武廟、キヤツツス卜 1)

ート、ピクトリアピーク、
レ)'¥)レスベイなど

(香港泊〉

5 l月11日(金) 香 港 終日・3主流事業
-市内学校訪問
-金融機関の立ち並ぶセン
トラル地区など見学

〈香港泊〉

6 l月12日出 香 j巷 終日・自由行動

〈香港泊〉

7 l月13日日)10 : 00 香 ;巷 発
14 : 55 東京(成田)着

昭和町青少年受流海外派遣事業日程表】【第f回う
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

V
応
募
資
格

町
内
在
住
の
中
学
・
高

校
・
大
学
生

V
定
員

六
名

V
訪
問
地

香
港
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

V
期
間

平
成
三
年
一
月
七
日
か
ら
十

三
日
ま
で
の
七
日
間

V
諸
費
用

約
四
十
五
万
円
(
%
を
町

が
補
助
)

V
応
募
締
切
り
日

八
月
二
十
日
開
ま

で
V
応
募
先
・
お
問
合
せ

町
教
育
委
員

会
(
冨
万
1
3
7
3
7
)
に
備
え
付

け
の
申
込
み
用
紙
に
履
歴
書
を
添
え

て
直
接
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

④ 平成2.8.1広報しようわ

高
等
学
校
生
活
指
導
買
が
一

決
ま
り
ま
し
た

生
活
指
導
員
は
、
必
ず
し
も
非
行
生
西
条
一
区
中
込
裕
桑
原
孝
夫

一

一
徒
の
摘
発
や
取
り
調
べ
を
目
的
と
す
る
西
条
二
区
渡
辺
昭
雄
林
正
弘

一

一
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
生
を
次
清
水
新
居
河
口
光
賀
高
野
公
介

一

一
代
の
担
い
手
と
し
て
尊
重
し
、
信
頼
す
西
条
新
田
市
川
照
久
林
憲
正
↑

一
る
こ
と

に

よ

っ

て

そ

の

健

全

青

成

を

図

押

越

山

田

定

幸

塩

沢

政

雄

一

一
ろ

う

と

す

る

も

の

で

す

。

河

東

中

島

向

山

清

保

坂

武

彦

一

一

そ
の
た
め
に
、
指
導
員
自
身
、
か
明
る
紙
漉
阿
原
清
水
義
弘
長
阪
和
男

一

一
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
厳
正

な

築

地

新

居

横

内

和

美

笹

本

剛

一

一
態
度
で
愛
情

と

勇

気

を

持

っ

て

指

導

に

飯

喰

樋

口

政

雄

相

原

和

弘

一

一
あ
た

り

ま

す

。

河

西

米

長

昭

太

郎

樋

口

武

仁

一

一
各
地
区
の

指

導

員

は

次

の

と

お

り

で

上

河

東

田

中

光

雄

井

上

俊

男

一

一

す

。

(

敬

称

略

)

上

河

東

二

区

田

島

義

長

坂

本

康

正

一
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押越・箇条輔回線がー部開通
町道7号線の一部が一方通行に

砂

条昭 -一一一_.-シーー
新和 二一一一一一一一ーァー
田浄 f-.‘
線 水
場
横
ま
で
開
通
し
た
押
越

西

。
』ーヲ?‘穂留惨

至

押
越

・
西
条
新
回
線

(... ) 
甲府・市川大門線(昭和バイパス)

吉字屋

昭和バイパス
市倉j由戸斤

E冨諸透目図面・

市川大門岡

〈
⑨

至

ホン夕、
クリオランド

昨
年
十
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
た
、
都
市
計
画
道
路
押
越

・
西
条
新

回
線
の

一
部
が
六
月
十
五
日
開
通
し
ま

し
た。こ
の
道
路
は
、
甲
府
・
市
川
大
門
線

(
昭
和
バ

イ
パ
ス
)
の
押
越
地
区
か
ら

西
条
地
区
を
通
り
塩
部
町
開
国
橋
線

(
ア
ル
プ
ス
通
り
)
に
抜
け
る
都
市
計

画
道
路
で
、
昭
和
バ
イ
パ
ス
か
ら
甲
府

市
水
道
局
昭
和
浄
水
場
横
ま
で
の
約
四

百
メ
ー
ト
ル
が
今
回
一
部
供
用
開
始
と

な
り
ま
し
た。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
交
差
点
が
変
則

に
な
る
た
め
、

町
道
七
号
線
の

一
部
(右

図
の
青
色
の
区
間
)

が一

方
通
行
規
制

さ
れ
、
龍
王
町
玉
川
方
面
か
ら
昭
和
バ

イ
パ
ス
へ
の
通
り
抜
け
が
出
来
な
く
な

り
ま
し
た
。
通
行
の
際
に
は
、
変
則
交

差
で
す
の
で
、
人
や
車
、
交
通
標
識
な

ど
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

史
跡
・
文
化
財
を
視
察

「老
人
生
き
が
い
パ

ス」
が
六
月
二
十

一
日
発
車
し
ま
し
た
。
こ
の
パ
ス
は
、

お
年
寄
り
の
日
々
の
活
動
意
欲
の
向
上

を
図
る
た
め
に
史
跡

・
文
化
財
な
ど
の

視
察
、

研
修
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ

れ
て
い

る
パ
ス
旅
行
で
す。

今
年
は
、
一
泊
二
日
で
千
葉
県
犬
吠

崎
方
面
を
観
光
。
当
日
は
約
二
百
七
十

人
が
参
加
し
、
パ
ス
六
台
に
分
乗
し
て

犬
吠
崎
灯
台
、
成
田
山
、
鹿
島
神
宮
な

ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
目
的
地
に
つ
く

た
び
に
お
年
寄
り
か
ら
は
、
熱
心
な
質

問
が
で
る
な
ど
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の

中
に
も
お
年
寄
り
の
学
習
意
欲
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

お
年
寄
り
か
ら
は

「教
養
や
互
い
の

親
睦
が
深
め
ら
れ
ま
し
た。

ま
た
、
来

年
も
参
加
し
た

い
」
と
好
評
を
得
て
い

ま
し
た
。

主
き
子
、
、
ミ
ス
こ
衰
っ
と

剖
4
4
Z
4人
t
ν
1
乙
ノ
t
E
週
刻
て
同
〈

河
東
中
島

一
瀬
金
造
さ
ん

杉
の
大
木
の
茂
る
落
ち
つ
き
の
あ
る

…

k

美
し
い
参
道
を
通
り
抜
け
て
拝
殿
に

i

‘

、

‘

¥

陸
酔
態
?a
~

出
る
と
、
奈
良
時
代
の
防
人
だ
ち
が

…

ぽ
院
規川町
郎

事
ア

ト

t

旅
の
安
全
を
祈
っ
て
お
参
り
し
た
と
い

績
を
Lh議

う
遠
い
苔
が
偲
ば
れ
、
大
変
育
意
義

…

aF
a国
闘
副
理

〓

必

組

蚊
初

ι
ぎ

匂

，

h

4
a
欝
寝
静
ミ
F

な
時
を
過
ご
す
こ
と
、
ガ
で
き
ま
し
だ
。

J
F
4
j智、

夜
は
¥
旅
の
疲
れ
を
燈
台
を
眺
め

待
ち
に
待
っ
て
い
た
六
月
二
十

一
な
、
ガ
ら
岩
風
巴
に
つ
か
っ
た
り
、
泉
町

田
は
、
朝
か
ら
よ
く
晴
れ
わ
だ
り
¥
長
さ
ん
を
囲
み
¥
楽
し
く
語
ら
い
な
が

パ
ス
の
中
は
笑
い
声
や
熱
気
に
包
ま
ら
福
祉
の
喜
び
に
ひ
た
り
¥
い
つ
し
か

れ
、
上
手
な
ガ
イ
ド
さ
ん
の
笑
顔
、ガ
夢
の
中
ヘ
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
だ
。

な
お
一
層
車
中
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
あ
年
寄
り
の
中
に
は
、
こ
の
旅
行

ま

し

だ

。

が

な

に

よ

り

の

楽

し

み

と

い

う

万

も

総
勢
二
百
七
十
名
余
り
の
大
部
隊
お
ら
れ
¥
私
自
身
も
見
聞
を
広
げ
、
親

H

は
¥
潮
来
あ
や
め
園
、
鹿
島
神
宮
、

躍
を
深
め
白
々
の
活
動
意
欲
の
向
上

…
銚
子
大
橋
、
地
球
展
望
台
な
ど
を
見
を
図
る
だ
め
に
も
、
ぜ
ひ
来
年
も
参

学
。
鹿
島
神
宮
で
は
¥
森
厳
な
松
や
加
し
だ
い
と
患
っ
て
い
ま
す
。

企地球展望台の北島記念碑前で記念撮影。

-重重盛温謹盛題画面E・

』

F
夜
の
懇
親
会
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成2.8.I 広報しようわ⑤ 



{ 
つ前

町
立
図
書
館
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
募
集
中

11 

先
月
の
二
十
二
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

昭
和
町
立
図
書
館
で
は
、
図
書
館
の
イ

メ
ー
ジ
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
こ
う
と

上
記
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
制
作
し
ま
し

た。
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
か
つ
て
本

町
の
象
徴
で
あ
っ
た
源
氏
ボ
タ
ル
を
図

案
化
し
た
も
の
で
、
親
し
み
の
持
て
る

可
愛
い
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
。ゆ
と
り
と
く
つ
ろ
ぎ
の
あ
る
新
し
い

図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
キ

W皐
爪

W
Z
A
W草
A
W草
A
V
R
W忠
A
W
Z
A
W単
品
川

E
A
W草
爪

W皐
A
W早
爪

W
Z
A
W皐
A
W皐
A
E
A
W皐
A
W皐
爪
官
暑
爪

W吾
川

W
Z
A
W
Z
A
W
Z爪
W
Z
A
W早
A
W
S
A
E
A
W
S
A
w
-
A
W半
A
w
l
A

戸
町
立
図
書
館
か
ら
の
多
用
の
お
す
す
め
作
回
目

V
児
童
図
書

o
ヤ
マ
戸
ラ
シ
が
お
こ
っ
た
ら

桑
島
正
充
著
新
日
本
出
版
社

。
な
あ
く
ん
と
り
ん
ご
の
き

や
ま
う
ち
ふ
じ
え
著
あ
か
ね
書
一房

o
ユ
ミ
コ
の
ゆ
め
う
ら
な
い

堀
直
子
著
童
心
社

。
お
い
し
い
料
理
の
本

山
脇
百
合
子
著
福
音
館
書
庄

o
た
ね
の
す
か
ん

古
矢
一
穂
著
福
音
館
書
庖

V

一
般
図
書

0
大
草
原
の
お
く
り
も
の

ワ
イ
ル
ダ

l
著

o
桜
蘭
紀
行平
山
郁
夫
著

o
少
女
日
和

角
川
書
庖

朝
日
新
聞
社

川
崎
賢
子
著

o
サ
イ
ラ
ス
お
じ
さ
ん

H
・
E
・
べ
イ
ツ
著

o
飛
ん
だ
旅
行
記
楠
田
枝
里
子
著

o
工
ン
デ
の
く
れ
た
宝
物

島
内
景
二
著

福

武

書

店

V
お
問
合
せ
町
立
図
書
館
(
圏
万
|

7
8
6
0
)
ま
で
。

青
弓
社

王
国
社

小
I~~ 
寸~

官官

ャ
ラ
ク
タ
!
の
名
前
を
現
在
募
集
し
て

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
名
前
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
の
で
、
奮

っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

V
応
募
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
「
|
|
|

ち
ゃ
ん
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
お
願

い
し
ま
す
。

V
応
募
方
法
図
書
館
に
備
え
付
け
の

用
紙
。
ま
た
は
、
官
製
は
が
き
に
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
o

v応
募

期

間

八

月
三
十

一
日
ま
で

V
発
表
図
書
館
運
営
委
員
会
で
選
出

し
、
広
報
紙
で
発
表
。
採
用
作
に
は

記
念
品
を
贈
呈
。

V
応
募
先
・
お
問
合
せ
町
立
図
書
館

(干

4
0
9
1
3
8
昭
和
町
押
越

5
7
5
箇
万
|
7
8
6
0
)
ま

で
。

⑥ 平成2.8.I 

有価物回収に

ご協力ください

本校では、今年も下記のとおり育価物回収を

実施します。地域のみなさんのご協力をお願い

します。

砂白 時 8月19日(日)午前7時30分から
(雨天の場合は26日に実施〉

砂集めるもの

紙 類・…一新聞紙、ダンボール、雑誌、ぼ

ろ布

ビン類……ビールビン(大・中・ IJ¥)、洋酒

ビン、コーラ、サイダー、カル

ピス〈茶色のみ〉のビン

(一配ー収ビン一覧表を

ーさいそ山のは回収寸

せん。

※舎年は、ー升ビンは回収しませんので、

ご注意ください。

砂方 法 生徒が回収してまわりますので、

紙類、ピン類をまとめて家の前に

出しておいてください。なお、紙

類については、新聞紙、雑誌、夕、

ンボール、|まろ布にわけてひもな

どでしばっておいてください。

押原中学校〈箇75-2 0 4 0)まで

置重量盛温_il:盗il'E孟堕盈謡副歯車.

押原中学校生徒会

砂お問合せ



~ ~ h ~ 
単
純
労
務
職
員
及
び

嘱
託
職
員
の

採
用
募
集
に
つ
い
て

町
で
は
、
庁
舎
事
務
室
の
拡
張
に
と

も
な
う
受
付

・
案
内
と
電
話
実
換
手
の

配
置
、
及
び
欠
員
に
よ
る
給
食
セ
ン
タ

ー
用
務
員
と
婦
人
支
通
指
導
員
在
次
の

要
領
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

V
職
種
と
募
集
人
員

・
単

純

労

務

職

用

務

員

一

名

・
嘱
託
職
受
付
・
案
内
と
電
話
安

換

業

務

二

名

・
嘱
託
職
婦
人
安
通
指
導
員

-
名

V
応
募
資
格
(
町
内
在
住
者
を
優
先
採

用
)代

替
教
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

県
で
は
、
研
修
や
出
産
な
ど
の
理
由

で
平
常
出
勤
が
で
き
な
い
教
員
の
補
充

の
た
め
、
期
間
を
定
め
て
講
師
を
臨
時

的
に
任
用
し
て
い
ま
す
。

V
任
用
条
件

1
希
望
す
る
校
種
(
小
学
校
・
中
学

校
・
高
等
学
校
)
及
ぴ
教
科
(
科
目
)

の
教
員
免
許
状
を
所
有
し
て

い
る
こ

と
。
2
原
則
と
し
て
任
用
後
の
住
所
は
山

梨
県
内
と
す
る
こ
と
。

-
学
歴

・
年
齢
不
問
(
た
だ
し
三
十

歳
未
満
の
者
を
優
先
採
用
)

-
普
通
自
動
車
免
許
証
所
持
者
(
用

務
員
及
び
婦
人
支
通
指
導
員
)

V
応
募
締
切
り
八
月
二
十
日
開
午
後

五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
募
集
定
員
に

達
し
た
場
合
は
、
随
時
締
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

V
応
募
先
・
お
問
合
せ
役
場
総
務
課

(
箇
花
1
2
1
1
1
内
線
⑮
⑪
)
に

備
え
付
け
の
「
職
員
採
用
試
験
申
込

書
」
に
履
歴
書
(
写
真
添
付
)
を
添

え
て
直
接
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

3
心
身
と
も
に
健
康
で
勤
務
に
支
障

の
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

4
教
員
と
し
て
の
服
務
規
律
を
厳
守

で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
。

V
注
意
事
項

1
任
用
期
間
は
一
定
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
2
任
用
種
別
・
欠
員
数
に
よ
り
、
任

用
ま
で
の
期
間
が
長
く
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

V
申
込
期
間

年
間
を
通
し
て
受
付
け

し
て
い
ま
す
o

vお
問
合
せ
・
お
申
込
み
山
梨
県
教

育
庁
教
職
員
諜
(
冨
幻
1
1
1
1
1

内
線
3
2
3
6
)
ま
で
。

児童

扶養手当が

支給されます

田
子
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
目
立
を

助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
児
童
扶
養
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

V
受
給
資
格
者

手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
は
、
次
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
十
八
歳
未
満
の
児
童
(
一
定

の
障
害
を
育
す
る
場
合
は
二
十
歳
未

満
)
を
監
護
し
て
い
る
巴
や
自
に
か

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
で
す
。

⑦
父
田
が
婚
姻
を
解
消
し
だ
児
童

②
父
が
死
亡
し
だ
児
童
③
父
が
一
定

の
障
害
に
あ
る
児
童
④
父
の
生
死
が

明
ら
か
で
な
い
児
童
⑤
父
か
ら
引
き

続
き
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児

童
⑤
父
、ガ
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
一

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
⑦
由

、ガ
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
¥
父

か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い
児
童
③

父
・

田
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童

※
た
だ
し
、
昭
和
六
十
年
八
月
一
日
以

降
巴
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
、

五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
正
当
な

理
由
が
あ
る
と
き
を
除
き
、
請
求
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い。

V
お
問
合
せ

・
お
申
込
み
役
場
厚
生

福
祉
課
(
冨
苅
1
2
7
4
1
7
内
線
⑬
)

ま
で
。

夏
の
交
通
事
故
防
止

県
民
運
動
実
施
中

f

夏
は
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
児
童
・
生

徒
の
夏
休
み
が
重
な
り
、
季
節
的
に
交

通
事
故
の
多
発
、
暴
走
族
の
活
動
の
激

化
、か
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
月
三
十
一
日
ま
で
「

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
」
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
重
点
目
標

は
①
暴
走
族
追
放
運
動
の
推
進
②
運
転

者
(
特
に
若
者
)
の
安
全
運
動
の
徹
底

老
齢
福
祉
年
金
を

受
け
て
い
る

み
な
さ
ん
へ

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人

は
¥
郵
便
局
で
八
月
期
(
四
月
か
ら
七

月
分
〉
の
支
払
い
を
受
け
疋
ら
す
ぐ
に
、

国
民
年
金
証
書
を
役
場
住
民
課
の
国
民

年
金
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
八
月
分
か
ら

一
年
間
の
年

金
、ガ
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
審
査
し

て
、
国
民
年
金
証
書
に
支
給
額
を
記
入

す
る
だ
め
で
す
。

国
民
年
金
証
書
の
提
出
、ガ
遅
れ
だ

り
、
忘
れ
た
り
す
る
と
、
次
回
(
十
一

月
期
)
以
降
の
支
払
い
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま

し
ょ
う
。

V
お
問
合
せ
役
場
住
民
課
国
民
年
金

係
ハ
冨
汚
|
2
4
1
4
1
4
1
内
線
⑫
)
ま

で。

③
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
④

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

・ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の

徹
底
の
四
項
目
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、
E
し

い
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
で
、
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

山
梨
県
警
察
官

募
集
の
お
知
ら
せ

V
受
験
資
格
昭
和
三
十
八
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子

V
第
一
次
試
験
日
九
月
十
六
日
同

V
受
付
期
間
八
月
三
十
一
日
ま
で

V
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
県
警
察
本

部
警
務
課
人
事
係
(
薗
お
|
2
1
2

1
)
ま
た
は
、
昭
和
駐
在
所
(
冨
万
|

2
0
5
5
)
・
各
警
察
署
ま
で
。

町内交通事故

E発生件数〕
「気をつけてJ

朝の一言忘れずに

==6月分--

平成2.8.1
.蓮重盛温誼illE盛盈圏直i睡E・広報しようわ⑦ 



-E立互E互Eヨ・・
楽しい藤細工

(飯喰)志村武男さん 75歳

合
月
は
、
文
化
協
会
館
側
細
工
部
部
長

の
志
村
武
男
さ
ん
に
簾
細
工
と
の
出
会

い
や
部
の
近
況
報
告
な
ど
を
お
り
ま
ぜ

な
が
ら
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

篠
細
工
と
の
出
会
い
は
、
六
年
程
前

公
民
館
で
篠
細
工
教
室
の
募
集
が
あ

り
、
以
前
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
の

で
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
講
師
が

上
河
東
の
武
井
律
子
先
生
で
、
熱
心
に

丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
い
て
篠
細
工
の

面
白
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
公

園
野
圃
民
館
の
新
津
先
生
が
篠
の
愛
好
者
を
集

吋
」
沼
圃
め
て
、
文
化
協
会
の
篠
細
工
部
を
創
設

dIt--
し
私
も
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
男

、
，
白
性
は
私
だ
け
で
部
長
を
す
る
こ
と
に
な

〆l
u
圃
り
ま
し
た
。

な
園
篠
は
、
不
思
議
な
性
質
を
持
っ
て
い

ール
.
て
そ
の
ま
ま
で
は
一
寸
曲
げ
て
も
折
れ

，
内
圃
て
し
ま
い
ま
す
が
、
水
に
濡
ら
す
と
軟

・
島
亙
ら
か
く
な
り
自
由
に
工
作
が
出
来
ま

『

4
忌
-
F

す
。
大
勢
の
生
徒
が
同
じ
テ
l
マ
で
工

，
巳
作
を
始
め
て
も
、
個
々
の
人
の
作
り
方

圃
で
全
員
同
じ
よ
う
に
は
仕
上
が
り
ま
せ

.
ん
。
そ
れ
が
面
白
く
も
あ
り
、
ま
た
楽

... rその時、その時在大切に技術の向上に
努めたいJ

し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
毎
回
先
生
が
部

員
の
能
力
に
応
じ
た
物
を
作
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
の
で
、
み
な
が
熱
心
に
愉

快
に
工
作
に
励
ん
で
二
時
間
は
あ
っ
と

言
う
聞
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

教
室
は
、
月
二
回
第
二
・
第
四
金
曜

日
の
午
前
九
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で
中

央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
す
。
先
生
の
都

合
で
前
月
中
に
次
の
予
定
日
と
作
品
を

決
め
ま
す
。
現
在
、
部
員
は
十
名
で
す
。

興
味
を
お
持
ち
の
方
で
昼
間
に
来
ら
れ

る
方
、
仲
間
に
な
っ
て
や
っ
て
見
ま
せ

ん
か
?
初
め
て
の
方
で
も
簡
単
な
も
の

は、

二
時
間
の
教
室
で
作
品
が
完
成
し

ま
す
。
一
個
の
作
品
が
完
成
し
た
時
は

大
い
な
る
喜
ぴ
で
す
。
努
力
し
て
上
達

す
れ
ば
大
き
な
作
品
に
も
挑
戦
で
き
ま

す
。
篠
作
り
し
て
痛
感
し
た
の
は
、
自

分
の
思
う
よ
う
に
仲
々
上
達
し
な
い
事

で
す
。
し
か
し
、
挫
け
ず
に
同
じ
も
の

を
何
回
か
作
っ
て
見
る
と
や
っ
と
納
得

の
い
く
作
品
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
時
そ
の
時
を
大
切
に
技
の
向

上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ー づくD料理
・材料4人分

なす4個 豚肉(うす切りモモ肉かパラ肉)150g 
A{サラダ油大さじ B ワインピネガ一大さじ 3

がらし小さじ)，1} パセリ少々

・作り方

①なすはヘタを取り、タテ4等分に切って水につけ、アクを抜く。

@豚肉はひと口大に切っておく。

③玉ねぎはみじん切りにし、塩少々振ってふきんに包み、もんで水洗いし、絞

ってさらし玉ねぎにする。

④トマトの皮在湯むきして5mm角に切る。

⑤Aをよく混ぜ、トマト、玉ねぎも混ぜる。

@水気在拭き取ったなすを油で、揚げ、豚肉も揚げてパットに並べ、熱いうちに

⑤をかけてつけ込む。

⑦⑤をよく冷やし、昧がなじんだら器に盛り、パセ Ijのみじん切りを振る0

・作り方のコツ なすと豚肉は、 高温で手早く揚げること。

各戸ち
玉ねぎ%個 トマト 1個

塩・砂糖各小さじ 1 溶き

揚
げ
な
す
と

豚
肉
の
マ
リ
ネ

栄養改善推進員

三神君江さん(押越)

|ちょっと一言 | 
身近かな材ー料で手軽に作れるマリネ

料理は、特に夏の体力づくりや健康

保持に適していると思います。季節の

一品料理としておすすめします。

知欠 葱今 空毎 ま桑 3し笠 堆馬 療養 鍬つ 書炎 湯け 呼び 雨の 新鈴 郭公 鷲老
杏山 鏡桐 雨湯

ら株 き日 オ毎日 ゅの 〈雲
鳴〈 鈴暑

じ蘭 熟れ ;水青 台の のの--ぬを ざも 雨の ず実 くや のい のむ ど百 やや やや に花 中宿
よ也植; む孫 の熱 みや む田

農灯草 花のの 相定椋 件むて
手り めムτコ が椿 楽山 言田 座日 しに こJ¥ え 包を 1孟の のま 雅植 摺の

南がて¥士ろ打
を j由 をふ 葉こ る暮 やけ

全良て 丁抱 暑上 茶た 児終 り中 送に 奏ど やと やの くだ

うを安 光か や下 色鏡 のり せ白 の反 暑に の て るじ てやこ さ進 す空 りる
送堵 るず

者熱車 夏やの
を舌 ぞし ばき

花重 身り
き建

芽か れく 器量も 小抽む
るろ しれ らに のく

りや 梅に 買の
きこ 足援
タトよ につ キ喬の きて ぎ富 ごお

Uま来梅 雨暮 L ¥は はタ たに 詔碑
お主そ たるこ

渡ー 男句 木士 とり
し雨 日青る 上雲 しじ む洗 闇暮 げ実 でや 不出 る軒 の碑 の j手 〈ぬ
葱に 間る 下 梅ま 暑薄う る に梅 け宿

器量も L 
家 子の

伸芽 けり
郭合 う坊入 梅 雨り る 執 り涼 わり ろこ 里 公歓

主る 雨 のぬ か れ し ザ与ぉ 鳴の

俳コミ 方択 な ダユ ムピ 〈花
む し

薬 松し 中
藤内

高 塩 輿 河 長 磯 イ藤ヂー 井 雨

句袋 岡 ;尺 里子 田 石 田 田 j尺 告F 上 r凸ムー，

ザ〉ミ セ そ 百 ま
花 満

イ静え
久 麻 CIl 女子 の 」亡さ3、 春 ~ ネし --枝 子 dγメx、 オ支 子 イえ 子 子 子 与 2エ Jエ 孝

③ 平成2.8.1広報しようわ
.草書盛温誼llIE謹塁塁謡副歯車.



赤・ぢ.~./1J.誕・生

さき

内藤沙紀ちゃん
・H1.10. 2生 (J二河東二区)
・ (父)芳男 ・(白)ひとみ

定くや

宮下拓也くん
• H2. 2. 6生 (西条二区)
・(父)悟・(田)淳子

名前の由来一明るくJ~\の優しい素直な女の子

に育つように願って、辞典を片手に夫婦で考

え名{寸けまし定。

名前の由来一健康に恵まれ、素晴らしい未来

をきり聞き、幸せに週してほしいと願い、拓

也と名伺けましだ。

名前の由来一世の中に美しくはばだいて欲し

い。宝塚に入れるか、バレリーナにしだくて

この名前をつけましだ。

まいみ

高島舞美ちゃん
・863.7. 21生 (西条二区)
・(父)伸二・(田)理絵子

よ
り
よ
い
親
に

な
る
た
め
に

生 1ュ1

け5i乙i
じ中 ibi 
めで 土じ 1
を 土ρ、土
つ t~ t
け 1匝t
ょ :4rl
つ i-'，.1 i 

今
、
テ
レ
ビ
は
私
達
の
生
活
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
情
報
手
段
と
し
て
広

く
普
及
し
、
子
供
の
生
活
環
境
の
一
部

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
両
親
は
テ
レ
ビ
の
良
し
悪
し
を
十

分
理
解
し
、
好
ま
し
い
利
用
の
仕
方
を

積
極
的
に
指
導
し
、
豊
か
な
く
ら
し
に

役
立
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

1
レ
ド
品

、つノ。

お
子
さ
ん
に
と
っ
て
、
テ
レ
ビ
は
ど

の
よ
う
な
効
果
を
も
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
子
供
同
志
の
共
通
の
話
題
が
テ

レ
ビ
番
組
で
あ
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で

す
。
ま
た
子
供
が
経
験
し
な
い
こ
と
を

多
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
間
接
的
に
経

験
や
知
識
を
豊
か
に
し
て
い
ま
す
。
言

葉
を
覚
え
は
じ
め
る
の
も
テ
レ
ビ
を
通

し
て
と
い
う
こ
と
も
多
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
反
面
、
テ
レ
ビ
ば
か

り
見
て
い
る
子
供
の
中
に
は
、
活
動
的

で
な
く
、
そ
の
た
め
肥
満
に
な
っ
た
り
、

外
で
遊
ば
な
く
、
友
だ
ち
が
少
な
い
寂

し
が
り
ゃ
の
子
で
あ
る
こ
と
も
多
い
よ

う
で
す
。
そ
し
て
、
親
が
さ
せ
よ
う
と

す
る
勉
強
を
少
し
も
し
な
い
子
で
あ
る

こ
と
も
多
い
の
で
す
。
親
が
困
る
こ
と

の
多
く
は
テ
レ
ビ
の
影
響
の
よ
う
に
さ

え
感
じ
ら
れ
る
面
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
見
せ
方
は
、
見
る
番
組
を
子
供

と
話
し
合
っ
て
、
生
活
の
中
で
け
じ
め

を
つ
け
て
見
る
こ
と
で
す
。
子
供
の
生

活
の
仕
方
は
親
自
身
の
生
活
に
影
響
さ

れ
ま
す
。
親
が
帰
宅
を
す
る
と
す
ぐ
テ

レ
ビ
に
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、
出
て
き
た

番
組
を
適
当
に
見
る
と
い
う
態
度
で

は
、
子
供
に
良
い
習
慣
、
見
せ
方
を
指

導
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
る
べ
く
、
よ
い
番
組
を
子
供
と
一

緒
に
見
、
そ
れ
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う

な
内
容
だ
っ
た
か
、
ど
う
思
っ
た
か
を

少
し
で
も
子
供
と
話
し
合
う
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

親
子
の
対
話
、
相
互
理
解
が
で
き
ま
す
。

子
供
が
何
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
か
も

わ
か
る
も
の
で
す
。
テ
レ
ビ
が
私
た
ち

の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
以
上
、
有
効
に
そ
し
て
け
じ
め

の
あ
る
習
慣
づ
く
り
に
役
立
つ
よ
う
利

用
す
る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

(
県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)
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女緑内障(青ソヨヒ)

山梨医科大学助手

眼科

山林茂樹

わ
た
し
た
ち
は
四
十
代
の
働
き
盛
り

を
む
か
え
る
と
、
そ
れ
ま
で
は
気
づ
か
な

か
っ
た
グ
老
化
。
の
かき
ざ
し
k

を
、
か
ら
だ

の
あ
ち
こ
ち
で
は
っ
き
り
と
認
め
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
す
。
眼
も
そ
の
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
見
え
て
い
た
新
聞

の
字
が
見
に
く
く
な
っ
た
り
、
外
を
見
る

と
ど
う
も
ス
リ
ガ
ラ
ス
で
見
て
い
る
様
に

な
っ
た
り
、
ま
た
虫
が
眼
の
前
に
飛
ぶ
よ

う
に
み
え
た
り
す
る
な
ど
、
経
験
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
本
稿
で
は
い
ろ
い
ろ
な
眼

科
領
域
の
病
気
の
中
で
、
意
外
と
そ
の
認

識
が
少
な
く
、
こ
の
働
き
盛
り
の
人
た
ち

の
中
で
重
要
な
病
気
の
一
つ
で
あ
り
、
た

だ
「ど
う
も
恐
い
病
気
だ
な
」と
思
わ
れ

て
い
る
緑
内
障
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

人
間
は
両
眼
で
も
の
を
見
て
い
る
の

で
、
一
方
が
悪
く
な
っ
て
も
、
も
う
一
方

が
カ
バ
ー
し
、

気
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
あ
る
日
、
片
目
を
つ
ぶ
っ
て
み
た
ら
、

世
の
中
に
霧
が
か
か
っ
て
い
て
博
然
と
し

た
と
い
う
人
や
、
眼
鏡
庖
に
行
っ
て
も
合

う
メ
ガ
ネ
が
な
く
、
不
安
を
覚
え
て
眼
科

に
行
っ
た
ら
、
か
な
り
進
ん
だ
白
内
障
だ
っ

た
と
い
う
例
は
数
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
緑
内
障
の
多
く
は
、
自
分

で
は
気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
く
、
ゆ
っ
く
り

進
行
す
る
た
め
、
こ
の
様
な
例
で
も
発
見

さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
や
っ
か
い
で
大

変
な
病
気
な
の
で
す
。

緑
内
障
は
古
く
か
ら
。青
ソ
コ
ヒ
。
と

も
言
わ
れ
、
白
内
障
と
並
ん
で
眼
の
病
気

の
中
で
も
多
い
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
。
緑
内

障
は
進
行
す
れ
ば
最
終
的
に
は
視
力
が

損
な
わ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
回
復
不
能
の

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
困
っ
た
病
気
で

す
。
と
い
う
の
は
、
縁
内
障
は
網
膜
で
感

じ
た
外
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
脳
に
伝
え
る
神

経
、
す
な
わ
ち
視
神
経
が
お
か
さ
れ
る
病

気
だ
か
ら
で
す
。
ど
ん
な
原
因
に
せ
よ
、

視
神
経
が
一
度
障
害
を
受
け
視
力
を
失

う
と
、
多
く
の
場
合
、
も
う
も
と
に
も
ど

り
ま
せ
ん
。
緑
内
障
で
は
眼
の
内
圧
、
す

な
わ
ち
眼
圧
が
異
常
に
高
く
な
っ
た
た
め

に
、
視
神
経
の
働
き
や
循
環
が
障
害
さ

れ
、
視
神
経
線
維
の
消
耗
、
脱
落
が
お
こ

り
ま
す
。
眼
圧
の
上
昇
が
急
激
に
起
こ
れ

ば
い
っぺ
ん
に
視
力
が
悪
く
な
る
F

」
と
も

あ
り
ま
す
し
、
徐
々
に
始
ま
っ
た
場
合

は
、
最
初
の
内
は
視
力
は
変
わ
ら
ず
物
の

見
え
る
範
囲
の
変
化
(
視
野
)
と
し
て
現

わ
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
緑
内
障

を
一

言
で
い
え
ば
グ
何
ら
か
の
原
因
で
眼

圧
が
上
昇
し
、
視
神
経
が
障
害
さ
れ
る
病

気
。
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
み
な
さ
ん
が
た
と
し
て
、
一
番

気
に
な
る
こ
と
で
す
が
、
グ
緑
内
障
は
治

る
の
か
。
と
い
う
こ
と
で
す
。
緑
内
障
と
診

断
さ
れ
た
場
合
、
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
眼
圧
を

下
げ
て
視
神
経
の
障
害
を
そ
れ
以
上
進

行
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
目
的
と
な

り
ま
す
。
大
変
残
念
な
こ
と
に
、
薬
や
手

術
で
眼
圧
が
下
が
っ
て
も
、
一
度
損
な
わ

れ
た
視
力
や
視
野
欠
損
は
ほ
と
ん
ど
治

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
お

わ
か
り
項
け
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
、
緑

内
障
は
高
血
圧
と
か
糖
尿
病
な
ど
と
似

た
病
気
で
あ
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
の
管

理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
薬

と
か
手
術
に
よ
っ
て
眼
圧
が
正
常
内
に
安

定
し
、
視
野
の
欠
損
な
ど
の
視
神
経
障
害

が
進
行
し
な
く
な
れ
ば
一
応
治
っ
た
状

態
に
な
り
ま
す
。
ま
た
治
療
の
最
終
目
的

も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
眼
圧
が
下
が

っ
た
と
い
っ
て
も
、
薬
に
よ
っ
て
安
定
し
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
や
め
れ
ば
ま
た
悪
く

な
り
ま
す
し
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
、
手
術
を

受
け
眼
圧
が
下
が
っ
て
も

一
生
そ
の
効
果

が
維
持
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
従
っ

て
、
一
生
定
期
的
に
眼
科
で
検
査
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
を
は
じ
め
欧
米
で
も
、
緑
内
障

は
失
明
原
因
の
第
三
位
以
内
に
入
っ
て
い

ま
す
。
他
の
病
気
と
違
っ
て
、
緑
内
障
の
た

め
に
失
わ
れ
た
視
力
は
も
と
に
戻
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
緑
内
障
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
が
働
き
盛
り
の
み
な
さ

ん
の
社
会
生
活
を
維
持
し
て
い
く
上
で

も
大
変
重
要
で
す
。

一
昨
年
よ
り
二
年
に
わ
た
り
全
国
的

に
実
施
さ
れ
た
緑
内
障
の
全
国
調
査
の

一
貫
と
し
て
我
が
教
室
も
関
東
地
方
の

代
表
と
し
て
玉
穂
町
で
調
査
を
さ
せ
て

項
き
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
四
十
歳
以
上

の
約
三
%
の
人
に
何
ら
か
の
緑
内
障
の
タ

イ
プ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ

の
調
査
は
世
界
的
に
み
て
も
例
が
な
く
、

そ
の
規
模
、
検
査
内
容
な
ど
今
後
の
基
準

に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

三
%
の
人
た
ち
は
眼
に
対
し
て
、
い
ま
ま

で
ま
っ
た
く
何
も
訴
え
が
な
く
自
分
の
眼

は
正
常
と
思
わ
れ
て
い
た
に
相
違
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
が
、
例
え
ば
、
白
内
障
な
ど
の

様
に
初
め
か
ら
視
力
を
障
害
す
る
病
気

で
は
早
い
段
階
で
眼
科
を
受
診
す
る
の
で

す
が
、
多
く
の
緑
内
障
で
は
、
か
な
り
進

行
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

縁
内
障
は
恐
い
病
気
で
あ
る
こ
と
は

み
な
さ
ん
に
十
分
に
お
わ
か
り
項
け
た
と

思
い
ま
す
が
、
た
だ
い
た
ず
ら
に
グ
恐
い
。
と

思
う
の
で
は
な
く
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
よ
っ
て
失
明
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と

が
十
分
お
わ
か
り
項
け
た
と
思
い
ま
す
。

玉
穂
町
が
日
本
全
国
の
緑
内
障
の
調
査

対
象
の
地
域
の
一
つ
に
選
ば
れ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
数
十
人
の
緑
内
障
の
人
た
ち
が
早

期
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
む
し
ろ
喜
ば
し
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。

企
画
財
団
法
人

皇
仁
会

uコミOの目、、 4万5千個を回収空きカン
ーラや
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《
コ
ミ

0
の
日
H

の
一
環

と
し
て
五
月
二
十
日
か
ら
六

月
七
日
ま
で
の
期
間
中
、
各

地
区
で
空
き
力
ン
な
ど
の
ゴ

ミ
収
集
作
業
を
中
心
と
し
た

環
境
美
化
活
動
、
か
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

各
地
区
で
は
、
早
朝
か
ら

区
民
総
参
加
で
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
片
手
に
県
道
や
身
延
線
沿

い
・
河
川
な
ど
に
落
ち
て
い

る
空
き
力
ン
な
ど
を

一
つ
ひ

と
つ
拾
い
歩
き
ま
し
た
。
特

に
県
道
や
線
路
沿
い
に
は
数

多
く
捨
て
ら
れ
、
収
集
す
る

の
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

環
境
美
化
や
資
源
再
利
用
の

面
か
ら
も
H

ポ
イ
捨
て
μ

は

や
め
、
設
置
さ
れ
た
ク
ズ
か

ご
ヘ
捨
て
る
か
、
持
ち
か
え

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
H

ゴ
ミ

0
の
日
H

に

は
、
町
民
二
千
九
百
九
十
六

人
の
参
加
を
頂
き
、
空
き
力

ン
四
万
五
千
三
百
五
十
個
、

ゴ
ミ
三
・
四
ト
ン
を
収
集
し
、

大
変
な
成
果
を
あ
げ
ま
し

た
。
町
民
の
み
な
さ
ん
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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り保健衛生だよ

日

8月17日(金)

午前10時20分~10時25分

場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り封をしてください。

査

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所

午後1時日日分-1時30分
平成元年7月 高君、

(押原地区)
出 生 v日U 

8月10日 午後1時30分-2時00分 メ口':>.. 

(金) (常永地区) izh zc 

午後E時00分-2時30分 平成元年10月

(西条地区)
出 生 児 館

集

町ではつぎのとおり不燃物の特別収集を行います。詳しい

内容については、後日配布する回覧文をご覧くださしユ。

砂全地区…… 8月6日(月) 午前6時~午前8時

※通常、不燃物・粗大ゴミの収集時に出せない物(ガスボン

ベ・タイヤ・灰など)

※お出しになる物には必ず指定の荷札をつけてください。

町
で
は
八
月
十
六
日

(
木
)
午
前

8
時
ま
で
に
盆
の
供
物
の
特
別
収

集
を
行
い
ま
す
。
供
物
の
収
集
場
所

は
¥
各
区
の
衛
生
委
員
を
通
じ
て
回

覧
い
疋
し
ま
す
の
で
、
一
般
の
ゴ
ミ

収
集
場
所
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
河
川
美
化
の
た
め
川

に
は
流
さ
な
い
で
く
、
だ
さ
い
。

昭和町総合健診結果報告会

先般実施いたしました総合健診の結果報告会を開催いた

します。検査結果の見方、個人指導(事後指導)、助言などが

ありますので、受診者の方は必ず出席してください。

せっかく受けた健診も受けたまま放っておいてはなんの

意味もありません。

報告会に参加して、家族ぐるみで健康管理に努めましょ

っ。

西条新田西条一区西条二区清水新居

押越河東中島紙漉阿原

築地新居飯喰河西上河東 上河東二区

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので

ご承知ください。

因子手帳受付及び一般健康相談日

午前 9 時~11時30分

4歳 6か月児健康診査

実施日 対象地区 受付時間 ~t，号Eヨ百

河東中島 午前 B 時30分~8 時
B月20日(月)

西条 二区 午後1時 ~1 時30分

西条新 田 午前日時30分~8 時
B月21日 (火)

清水新居 午後 l時 ~1 時30分 総

紙漉岡原 午前 B 時30分~8 時
B月22日(水)

d仁2コh 
西 条一区 午後 l時 ~1 時30分

押 越 午前 B 時30分~8 時
'I士3:

B月23日(木)
築地新居 午後 l時 ~ 1 時四分

飯 喰 午前 B 時30分~8 時 館

B月24日(金)
河 西 午後1時 ~ 1 時30分

上河東 午前 B 時30分~8 時
8月27日(月)

上河東二区 午後 l時 ~1 時30分

8月8日(水)
午後 1 時~1 時 30 分

総合会館

昭和63年12月1日~平成元年1月31日までの出生
児、及び前回未受診児。

母子手帳・ 1歳6か月児健診質問票

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち物

集日叉猫犬用不

時

収55U 特の物燃不

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所

午後1時00分-1時30分
平成2年1月

(押原地区)
出 生 児

8月17日 午後E時00分-2時30分 ぷE51h 

(金) (常永地区) 正z午A 

午後3時00分-3時30分 平成2年 4月

(西条地区)
出 生 )% 館

日時 8月4目的・ 13日開

場所総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は、必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしています

のでお気軽にお出かけください。

日

き合
ロジ康健児手し

警合
ロジ

実施日
受付時間

場所

該当児

持ち物

検

8月29日(水)
午後 1 時~1 時30分
総合会館

平成2年4月1日'"'-'5月31日までの出生児。
母子手帳

科外野ラ整児手し

査警合
ロ~

8月30日(木)
午後 l 時~1 時30分

総合会館

昭和60年5月1日~昭和60年 7月31日までの出生
児、及び前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 5歳児健診質問票

※尿検査がありますのでご承知おきくださしユ。

康(建児歳5
 実施日

受付時間

場所

該当児

信要望産調田盟国冨i冨sIS軍軍要ヨ51臣E・平成2.8.1広報しようわ⑪
 



平成2年 (1990年) 8月のとよみ
水 Wednssday
f仏道路をまもる
滅月間

観光週間 (~7 日)

水の日・水の週間
(~7 日)

第21回クラブ対抗野球
大会開幕(-9月10日
.釜無工業グラウンド)
心配ごと相談
(総合会館午後 l 時~ )
行政相談
(中央公民館 午後 l 時~)

日 Sunday

29露
L竺 Monday
30奇

I *-fUesdsY 
31査

骨量妄及品全月聞です

方
月
は
葉 AUGUST 

木 Thursdsy

2委
金 Friday

3百
土 Saturday

4露

母子手帳交付及び
一般健康相談日

(総合会館)
リハビリ教室

(総合会館)

5奇 8委
立秋

10義
道の日

6蓄
広島原爆記念日

食品衛生週間

(~12 日)

7議
鼻の日

有害物質

(不燃ゴミ)の特別収
集

9百
長崎原爆記念日

11奇

心配ごと相談 |寝たきり老人入浴サ
(総合会館午後l時-----)1ービス
1歳 6か月児健康 I(総合会館午後l時-----)
診査(総合会館)

乳児健康診査

(総合会館)

役場開庁

12重 14委 17奇13論
日今
必
盆

赤
口
ま
れ

R
U
戦

遅

4
1
終
月

第20国子どもクラ
プ球技大会
(押小グラウンド
.町民体育館)

母子手帳交付及び
一般健康相談日

(総合会館)

心配ごと相談

(総合会館午後l時"')
行政相談

(中央公民館午後l時"')

16露 18重

盆の供物特別収集
寝たきり老人入浴サ
ービス
(総合会館午後l時-----)

乳児健康診査

(総合会館)
不用犬猫収集日
(総合会館前)

リハビリ教室

(総合会館)

19絵 22室 24委

d l 総合健診結果報告会 (11P参照)

お東中島・西条二区|西条新田・清水新居|紙漉阿原・西条一区| 押越・築地新居| 飯喰・河西

27奇 128重 129強 130委 131百
防災週間

(~9 月 5 日)

20露 21奇
ノマイクの日

押中有価物回収 |青少年海外派遣員
(6 P参照)I募集締切り日

(4 P参照)
職員採用受付締切
り日 (7p参照)

心配ごと相談

(総合会館午後1時-----)

26露

親子の縁日
(6 P参照)

& 
心配ごと相談

(総合会館午後l時-----)
乳児整形外科検診

(総合会館)

上河東・上河東二区

第ぜ
毎週月・木曜日

2日・ 6日・ 9日・13日・16日
20日・ 23日・ 27日・ 30日

毎月第?水曜日第3水曜日

8日 22日 1日 15日

毎月 第4水曜日 22日

23強
処暑

25否

役場開庁

一軍

5歳児健康診査 |図書館キャラクター
(総合会館)1名応募締切り日

(6 P参照)
県警察官採用受付

締切り日(7P参照)

*この時期の台所などから出る生ゴミは水切

りを十分におこなってから出してください。

*スプレー躍などは爆発する恐れがあります

ので、ゴミとして出す場合は必ず曜に穴を

あけて中の気体を抜いてから出してください。

*今月は、盆おくりの供物の特別収集、有害物

質の特別収集を実施しますので、後日配布

する回覧文をご覧のうえ、お出しください。

*ゴミは町指定の無公害ポリ袋か荷札できめ

られた日に、きめられた場所へ出しましょう。

広報しようわ ⑫ 
-~車座長園田届~誼掴~3国原E踊im!D

平成2.8.1


